
平成29年度久留米市保健所事業計画
健康推進課

E果名 健康推進課

チーム名等 母子保健チーム 健康糟進チーム 難病・在宅医療チーム

0乳幼児発達相談にとばの相談 12回 0特定医療費(指定難病)申請受付l
年・気になるお子さんの相談 45回/年) 0在宅人工呼吸器使用患者支援事|
0発達フォロー支援教室(親子のびのび教 業申請受付

36回/年) 0難病電話相談・来所相談
0女性の健康相談(6回/年) 0難病患者訪問
0低出生体重児教室(リトルにこにこ親子 0難病従事者研修会
室 10回/年)

0関係者ケア会議出席
0離乳食教室(はじめてクラス 24回/年・ 0筑後プロック難病担当者会滋(年2回)1
テップクラス 9回/年)

O プレパパママ教室(28回/年)、すこや
0久留米大学病院難病支援調整会

マタニティ(35歳以上初産 3回/年)
議(年4回)

Oママパパきもち楽々相談(22回/年)
0事例検討会

0幼児安全法講習会(5回/年)
O肝炎治療特別促進事業申請受付

0未熟児養育医療の給付(随時)
0先天性血液凝固因子障害等治療
研究事業申請受付

0育成医療の給付(随時)
0石綿健康被害救済給付事業申請

0不妊に悩む方への特定治療支援事業 受付

(随時) 0在宅医療推進事業(電話・来所相
0受胎調節実施指導員指定事業(随時) 談、出前公開講座)

0母子健康手帳の交付(随時) 0在宅医療・介護連腕推進協議会

0妊婦健診(個別) -在宅医療・介護連携推進事業(退

0妊婦歯科健診(個別) 院制整Jレーノレ策定、在宅医療介護

通年事業 0乳幼児健診(集団・個別)
連携推進に係る?課題分析)

0小児慢性特定疾病医療給付(随

0乳幼児健診来受診者フォロー 時)

(4か月児・10か月児・l歳6か月児・3歳児) 0小児慢性特定疾病審査会(毎月)

01歳児歯科健診(12回/年) O小児慢性特定疾病児童等自立支

O妊娠ほっとライン(随時) 援事業

0妊娠期からのケアサポート事業 .小児慢性特定疾病児童等レスパイ

0思春期保健対策事業
ト入院事業

.産後クア事業 (6月~)

-産前産後サポート事業

-産婦健康診査(10月~)

-は新規 ・拡充事業 (※年間スケジューノレ予定は次ページ参照)
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健康推進課

課名 健康推進課

チーム名等 母子保健チーム 健康増進チーム 難病・在宅医療チーム

0産前産後サポート事業(開始)
口F!Oラ調市ず理民で師ラ同ジ試時オ開験体催願操)書の配集布い(サプ会場として、シテAi l 29年 4月

0母子保健関係者研修会 同一糊ー醐談汁一軒等研修会
5月 0世界禁煙デー啓発街頭キャンペーン

0禁煙週間啓発事業(5月 31 日 ~6月 6 日)

0多胎児育児支援教室

0産後ケア事業(開始)

6月

7月
0思者期保健意見交換会 ;O特定医療費(指定難病)継続手続

き集中受付

b調理師研修会 F在宅跡介護連携推進協融会
0特定給食施設等研修会 (第1回)

8月 .がん検診未受診者勧奨 0小グ児慢性特定疾病ヒ。アカウンセリン

-夏期巡回ラジオ体操会開催(8/15)

.健康に関する実態調査実施

0乳幼児健康診査あり方検討会
日ン一一一戸病患者一

0産科医療機関連携会議 事業 (~ll月) 回)

9月 0産婦健康診査(開始) 0食生活改善推進員協議会リーダー育成フオ
ロー研修(~2月)

0血圧改善支援事業(~3月)

0母子保健関係者研修会

i 。l!! 市民ラジオ体操の集い&早朝1万歩ウォ クijわ1iO・ト入在小小中院受宅児児事付医慢慢業療(性性10に特特~聞定1定1す疾月疾るJ病病市児植民童続公等手開V脚続スきパ集イ
(サブ会場として、シティプラザで同時開催)

10月 0がん検診啓発街頭キャンペーン

0発達育児支援教室 わP。健康くるめ21フェスタ(がん袋発女性がん検診)わわ! 難病患者華族会
11月 食育啓発事業(久留米大学学園祭) 在宅医療・介護連携推進協議会l

くるめ食育フェスタ (第2回)

12月 。母子保健関係者研修会 10お腹まわりスツキリ相談 (~3月)

30年 1月 !o難病訪問診療

2月
10特定給食施設等実態調査 10難病訪問診療

0地域活動栄養士研修会

0産科医療機関連携会議
「印刷謹速一事

3月 0多胎児育児支援教室
(第3回)

0乳幼児健康診査あり方検討会 0難病患者の在宅療養生活に関するl
検討会 ‘ 

備

考
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平成29年度久留米市保健所新規・拡充事業

担当課名(担当チーム名) 健康推進課(母子保健チーム)

事業名 産前・産後サポート事業

1 目的

多胎妊娠は、妊娠期の異常の発生率も単胎妊娠に比べると高く、母親は妊娠中から出産への不

安を抱きやすいと言われており、 「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等についてJ (第 l

次~第8次報告)を基に行った分析結果において、多胎児は単胎児に比べて、およそ 2倍(1.8) 

""""'3倍 (2.7)虐待死の発生頻度が高まると推定されている。

しかしながら、死亡事例に占める 0か月虐待死の割合においては、単体児が48%であることに

対して多胎児は 0%で、あったことは、多胎児が単体児に比べて医学的リスク等が高いことなどに

より、入院中から医師や看護師等の医療職による継続的な保健指導がなされていること要因のひ

とつであることが指摘されており、早期支援の重要性が示唆されているところである 1)。

また、多胎児アンケート調査2)の結果からは、エンゼノレ支援訪問事業や保健師による個別指導

などの専門職の支援だけでなく、多胎育児経験者による支援を望む意見も挙げられている。

これらの観点-から、市民団体である「ツインズクラブ久留米Jに事業委託し、多胎妊婦へ対す

る産前から支援を拡充するもの。

2 事業概要

・対 象者 多胎妊産婦

1) http://jamba. or. jp/archi ves/2863 :一般社団法人日本多胎支援協会

2)久留米市多胎児の事業に関するアンケート調査:2016

4惨事業内容 多胎児育児経験者が、対象者の自宅等を訪問し、子育てのア ドバイスを行う

など、身体的、精神的負担軽減を図る。

・委託先 市民団体多胎児育児サークルツインズクラブ

。実施方法

①病院訪問

協力機関に入院している多胎妊婦(家庭)に対して、院内デイケア室等を利用したグノレ

ープミーティングやベットサイト訪問を実施。

②産前 ・産後訪問

多胎妊婦または産後4か月以内の多胎産婦の自宅等を訪問。
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平成29年度久留米市保健所新規・拡充事業

担当課名(担当チ4名) 健康推進課(母子保健チーム)

事業名 産後ケア事業

1 目的

出産のための入院は、通常産後 5'""'-'6日であり、医療的な入院には該当しないが、産後の心身の

回復が十分で、なく、退院後の育児等ι不安がある産婦は、自費にて入院延長して保健指導や育児
指導を受けることにより、育児手技の獲得や育児不安の軽減につながるが、経済的負担により断

念する場合もある。

また、特に産後うつに代表されるような心身の不調を呈する産婦や、母子家庭、その他家族の

支援が得られにくい場合は、児に対する十分な養育ができないなどの理由から虐待につながる可

能性が指摘されていることからも、，産後心身の不調を呈しやすい時期において、保健指導や育児

指導などの支援を受けることができるような環境づくりを行い、産後も安心して子育てできるよ

う支援体制を確保する。

2 事業概要

。対象者 産後4か月未満の産婦

4・事業内容 心身の不調又は育児不安がある者及び、家族等の支援が十分に得られない者

に対して、以下の事業を提供する。(ただし、医療機関での加療が必要な者は除く)

1 )宿泊型

病院、診療所、助産所の空きベタドを活用することにより利用者を宿泊させ、休養の

機会を提供するとともに、心身のケアや育児サポートなどの支援を実施する。

2)デイサービス型

日中、実施施設において、来所した利用者に対して、個別あるいは集団で心身のケア

や育児サポートなどの支援を実施する。

。委託先 市内の病院、診療所及び助産所

。利用者負担金

メニュー 徴収する金額 区分

4，800円/1泊2日 A(市民税課税世帯)

ショートステイ 1，000円/1泊2日 B(市民税非課税世帯)

0円/1泊2日・ C(生活保護世帯)

2，000円/日 A(市民税課税世帯)

デイサービス 300円/日 B(市民税非課税世帯)

0円/日 C(生活保護世帯)

。利用可能回数 7日を限度として利用可能

48 



平成29年度久留米市保健所新規・拡充事業

担当課名(担当チーム名) 健康推進課(母子保健チーム)

事業名 産婦健康診査

1 目的

出産後の母親が育児への不安や重圧によって、精神的に不安定になる 「産後うつjは出産後の

女性の 10人に1人が発症するといわれている。厚労省研究班が 12年から 14年度に実施した調

査では、初産の場合、うつ状態など精神的な不調に陥る大は産後2ヵ月ごろまでに多く、特に産

後 2週間の時期に発症のリスクが高いとの報告がされている。

産後うつ予防のためには、産婦健診を実施し、母体の身体的機能の回復や授乳状況等の把握を

することにより、産後うつ心身のケア及び児の健全な発育を促すことが重要である。

また、健診の結果、支援が必要な母子の心身のケアや育児サポー ト等の事業に繋げるなど産後

の支援を強化することKより、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援の充実を図るもの。

2 事業概要

。対象者 産婦

・助成内容 産後2週間健診 ・1か月健診の健診 2回分に係る費用について助成

・委託先 医師会(産婦人科) ・助産所

※委託医療機関以外は償還払い

・助成額 1回の健診約5，000円

※平29年10月から実施予定
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平成29年度久留米市保健所 新規・拡充事業

担当課名(担当チ4名) 健康推進課(健康増進チーム)

事業名 「第2期健康くるめ21 J計画中間評価

1 目的

本市では、平成25年4月に 「健康寿命の延伸Jを基本目標とする「第2期健康くるめ 21J

計画を策定し、生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底をはじめ、さまざまな施策を展開し

ている。

本計画の計画期間は、平成25年度から平成34年度までの 10年間であり、 5年目となる平成

29年度は中間評価の実施年度となる。このため、中間評価に必要な現状把握 ・分析を行い、本

計画の効果的な推進に繋げるもの。

2 事業概要

。事業内容 本計画で設定する 54評価指標のうち、 15指標について、市民の取り組み

状況のアンケート調査を実施

。対象者 20歳以上の市民3，000人(予定)

。調査方法 郵送によるアンケート調査を業務委託により実施

。委託内容 調査準備・送付、集計、分析

※平29年8月頃の調査を予定
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平成29年度久留米市保健所新規・拡充事業

担当課名(担当チーム名) 健康推進課(健康増進チーム)

事業名 ラジオ体操推進事業(夏期巡回ラジオ体操会開催)

1 目的

本市では、平成27年度から「健康のびのびプロジェクト事業Jをスタートさせ、 「健診受診

率の向上Jや「身体活動・運動の推進」、 「食環境の整備Jなど、生活習慣病の一次予防に重

点を置いた取り組みを一体的且つ重層的に進めている。

こうした中、 「身体活動・運動の推進」においては、誰でも、 いつでも、どこでも、手軽に

取り組めるラジオ体操の普及を図ることが重要である。

このため、株式会社かんぽ生命保険、 NHK及びNPO法人全国ラジオ体操連盟との共催に

より「夏期巡回ラジオ体操会」を開催し、 「ラジオ体操のまち久留米jを市内外に発信すると

ともに、広く市民にラジオ体操の普及・啓発を図るもの。

2 事業概要

・開催日時

・開催場所

平成29年8月 15日(火)午前6時から

久留米大学御井学舎グラウンド(雨天時;同大学みいアリーす)

-参加予定者 3，000人(予定)

。開催方法 株式会社かんぽ生命保険、 'NHK及びNPO法人全国ラジオ体操連盟が

主催し、久留米市は共催により実施
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平成29年度久留米市保健所新規・拡充事業

担当課名(担当チーム名) 健康推進課(健康増進チーム)

事業名 がん検診未受診者勧奨事業

1 目的

長年死因の第 1位である、がんの早期発見 ・早期治療を効果的に図るためには、その受診率

を向上させることが重要であり、 「第2期健康くるめ 2lj計画の基本目標に掲げる「健康寿命

の延伸」を実現する上でも、その取り組みを進めていくことは不可欠である。

こうした中、木市のがん検診受診率は、伸び悩みの状況にあることから、平成 29年度におい

ては、がん検診未受診者を対象者としてハガキによる個別勧奨を実施し、多くの未受診者へ、

効率的に個別アプローチを行うもの。

2 事業概要

。対象年齢 国の補助事業に基づき、 20歳'"'"'69歳の女性及び40歳'"'"'69歳の男性

・勧奨方法 対象年齢の未受診者へ圧着ハガキを作成し、郵送する

.発送枚数 35，000件(予定)

4・発送時期 平成29年8月を予定(例年、受診者が最も少なくなる月)

< 
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平成29年度久留米市保健所新規・拡充事業

担当課名(担当トム名) 健康推進課(健康増進チ」ム)

事業名 s 胃がんリスク検査の拡充

1 目的

長年死因の第 l位である、がんの早期発見 ・早期治療を効果的に図るためには、その受診率

を向上させることが重要であり、 「第2期健康くるめ21J計画の基本目標に掲げる 「健康寿命，

の延伸Jを実現する上でも、その取り組みを進めていくことは不可欠である。

こうした中、本市のがん検診受診率は、伸び悩みの状況にあり、とりわけ「胃がんj の受診

率は、擢患者数が多い、がんの一つであるにもかかわらず、他のがん検診と比べて最も低く止

まっている状況にある。

こうした状況を改善するためには、 「胃がん検診Jの受診率向上を目的に実施する 「胃がん

リスク検査」の対象者を拡大することが効果的である。そのため、他の世代と比較し受診率が

低迷している働き盛り世代に、胃がんリスグ検査の対象者を拡大し、 「胃がん検診Jの受診率

向上を図るとともに、胃がんの予防、早期発見・治療に繋げることにより、医療費の適性化を

図るもの。

2 事業概要

。対象年齢 現行41歳に加えて、 46歳 ・51歳に検査対象年齢を拡大する

・対象者数 約 12，000人(拡充に伴い、約 8，000人増)
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平成29年度久留米市保健所新規・拡充事業

担当課名(担当トム名) 健康推進課(難病・在宅医療チーム)

事業名 小児慢性特定疾病児童等レスパイ-ト入院事業

1 目的

小児慢性特定疾病児童等及びその家族が地域で安心して暮らすことができるよう、小

児慢性特定疾病児童等の適切な医療を確保し、もって小児慢性特定疾病児童等の療養生活

の改善を図る。

2 事業概要

・対象者 下の①、②両方の要件を満たす者(詳細は今後県内で統一)

①久留米市に住所を有し、在宅療養中の小児慢性特定疾病児童等であって、

人工呼吸器等装着者または重症患者の認定がある者

②家族等の在宅介護者の疾病や疲労、出産や冠婚葬祭、兄弟児の必要な介護

が受けられなくなり、在宅療養の継続が一時的に困難な状態になる者

4惨事業内容 医療的ケアを要する在宅療養中の小児慢性特定疾病児童等の家族等の介護者

が必要とするときに、医療機関やその他適切な場所において、小児慢性特定疾

病児童等を一時的に預かり、必要な療養上の管理、日常生活の世話、その他必

要な支援

4・利用期間 年間 14日上限

・委託先 事業委託契約を行う医療機関(市外で、あっても県内であれば可)
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平成29年度久留米市保健所新規・拡充事業

担当課名(担当チ4名) 健康推進課(難病・在宅医療チーム)

事業名 在宅医療・介護連携推進事業

1 目的

①退院調整/レール策定

病院から在宅へ患者が退院するにあたって、病院と地域、また地域における医療と介護

の連携を進めることで、患者の療養生活の質の向上を図るとともに、ひいては病院から在

宅へ移行できる患者数の増加を図る。

②在宅医療介護連携推進に係る課題分析

在宅医療介護連携を進めていくにあたって、久留米市内の在宅医療介護の需要と供給等

の将来推計とそれに基づく施策の方向性、スケジュールを医療・介護関係者等と行政で共

有する必要があるため、研究機関への委託により、在宅医療介護連携に係る課題分析等を

実施する。

2 事業概要

-事業内容

①・病院からケアマネジャーに入退院時の情報を適切に繋ぐための実情に応じた退院調整ノレ

ーノレの作成、共通様式の作成。

・退院調整ルーノレ作成後は、市全体で取り組めるよう、医療・介護関係機関に冊子の作成、

配布、及び取組みの検証。

②久留米市(市全体及び各日常生活圏域)における在宅医療・介護の需要と供給の推計及び

それらに基づく施策の方向性等の整理について、地域医療構想を 踏まえ、レセプト情報

や市の地域資源情報を活用して研究機関に委託予定。
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平成29年度久 留米 市保 健 所事業計画 地域保健課

課名 地域保健課

地域保健チーム
チーム名

地域保健活動 保健センター管理・運営

[地域訪問活動1 ! [母子保健分野1 : [健康増進分野] 0南部保健センターに係る管
0保育園・幼稚園・子育で支 :0健康相談(母子サロン等) :0生活習慣病重症化予防支 理運営業務
援センター iO健康教育(保育園保護者会 i援事業 0各地域保健センター(城島、
O小・中学校 :等) :0健康相談 北野、田主丸、三瀦)の予算執
0医療機関(産科・小児・内 iO乳幼児(集団)健診及びフォ: (校区イベントなど) 行に係る進捗管理
科) ロー(来受診・受診後) :0健康教育 0城島保健福祉センター(城
一 鵬I 吋粧児訪問 j(一間幼稚園 島げんきかん)及び北里子保健
O校区コミュニティ協議会 iOゆったり子育て相談会 ノト・中学校等) センター(コスモすまいる北野)
0民生委員児童委員協議会 O健康くるめれ計画啓発 における平成27年度指定管理
Oノj、.中学校における事例連 !O連携会議出席(月l回) iOけんしん啓発 者による管理運営(平成27~
携会議 ; 要保護児童対策地域協議 (がん検診特定健診等) 31年度)
0地域包括支援センター連絡会実務者会議(要対協) :0熱中症予防啓発 O(仮称)中央保健センター整
会蟻 ・家庭子ども相談楳と健康推 備に係る検討

通年事業 O御井子育てネット 進課との連絡会議(3課会蟻) i[庁内会議出席]

(三瀦中) 例会 プロジェクト
0支え合い推進会議 O老人ホーム入所判定委員会
(西国分・育峰・三瀦)

【感染症分野]

0健康福祉部研修委員会 時の住民接種WG
0保健職人材育成計画推進
ワーキングチーム会議

. 
29年 4月

O人材育成オリエンテーション:
5月

0人材育成チーム会議 0がん検診・特定健診啓発 0指定管理者によるモータリン

6月
0人材育成プリセプター集合 (6~11月) グ報告(利用者アンケート等)、
研修 現地確認(改善指示等)①

7月

8月

0母子訪問指導員会議 0指定管理者によるモータリン

9月 業(~3月) グ報告(利用者アンケート等)、
現地確認(改善指示等)②

10月
:0人権フェスタ健康相談

. 
0保健職全体研修(前期)

11月

0指定管理者によるモータリン

12月 グ報告(利用者アンケート等)、
現地確認(改善指示等)③

30年 1月
. 

2月

0保健職全体研修(後期) 0母子訪問指導員会議(2回 0地域保健活動報告会 0指定管理者によるモータリン

3月 目) グ報告(利用者アンケート等)、
現地確認(改善指示等)④

備考
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平成29年度久留米市
ぷ議議議z

ゆったの子育Z相談会のと案内
「ゆったり子育て相談会」では、お子さんの身体計測(身長・体重)を行い、食事(離乳食)、健康に

関する相談などをお受けしています。

女 予約は不要です。お子様と一緒に直接会場に・お越しください。

女持ってくる物:母子健康手帳

対象 会場/受付時間 お問い合わせ先

3歳までのお子さん |
4月10日(月)| 10月11日(水)

市役所本庁舎 5月10日(水) 11月 8日(水)
2階くるみホール

6月 7白(水) 12月 6日(水)
久留米市保健所

(※会場変更の際は、当 地域保健課
日掲示にてお知らせしま 7月12日(水) H30年 1月10日(水) TEL 0942-30-9033 
す。) FAX 0942-30-9833 
9:30~11:00 8月 9日(水) 2月 7日(水)

9月13日(水) 3月 7日(水)

就学前までのお子 i
4月26日(水) 10月25日(水)

さん 5月24日(水) 11月22日(水)

南部保健センター 6月28日(水) 12月13日(水) 南部保健センター
(上津市民センター西側) TEL 0942-21-0056 

13:30~ 15:00 7月26日(水) H30年 1月24日(水) FAX 0942-21-0030 

8月16日(水) 2月21日(水)
一

9月27日(ポ) 3月14日(水)

5月 9日(火) 11月 7日(火) 田主丸総合支所
田主丸保健センター

7月18日(火) H30年1月 9日(火)
市民福祉課内

13:30~ 15:00 TEL 0943-72-2112 

9月26日(火) 3月20日(火)I FAX 0943-72-3819 

日三塁:
10月 3日(火) 北野総合支所

北野保健センター
本館1階(保健師事務室)

(コスモすまいる北野) 12月 5日(火) TEL 0942-23-1307 
13:30~ 15:00 

6日(火)I FAX 0942-78-6482 8月 1日(火) H30年2月

城島保健福祉センター
4月19日(水) 10月18日(水) 城島総合支所

市民福祉課内
(城島げんきかん) 6月14日(水) 12月20日(水) TEL 0942-62-2112 

13:30~ 15:00 
H30年2月14日(水)I FAX 0942-62-3732 8月24日(木)

5月18日(木) 11月16日(木)
三瀦保健センター

三浦生涯学習センター 7月13日(木) H30年 1月25日(木) TEL 0942-64-2412 1 O:OO~ 11 :30 FAX 0942-65-0957 
9月22日(金) 3月22日(木)

「ゆったり子育て相談会Jの他にも、保健所や各保健センター窓口などで、:

:健康や育児、食事や食物アレルギーに関する相談をお受けしています。

お気軽にーご相談ください。 . ・.................................................................................
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久留米市役所

域南町15-3 *市役所本庁舎の駐車蝿のご案内

相談会に車でお越しの蝿合は、

市役所駐車場をご利用ください。

市役m~車場

日

北野保健センター

〈コスモすまいる北野〉

北野町中3253

南部保憧センター

上津1丁目13番22

蓋久留米市街 蚤久留米市街

田主丸保健セジター

田主丸町田主丸459番地

西鉄甘木線

場島保健福祉センター〈城島げんきかん〉

後筑菱

三瀦生涯学習センター

三溜町玉満2949番地1

/ 

~'J 



こん鳴子悩おを保健師に相談し乞tH彦せんか?
マ健診で「コレステロールが高いJr血圧に注意!Jって言われたけど、
伺に気をつけたらいいの?

a
g
R
H
n岡

田

留

目

日

日

日

間

目

11:週目 lIll:E.!:I l':I:iiiI 鼠~ 思-蹟 巴~ t:::2Sl 

平成29年度久留米市

間

U
闘

圃

園

田

蝿

・

館

開

回

国

間

同

E
q

マ子どもの身長や体重の発育が気になるなあ。気軽に計測や相談ができる
揚があったらいいなあ・・・。

生活習慣病予防や健康づくりに関する相議、お子さんぬ身体計測や
子育"CC;)相議等に保健師が応じ参ifo決気軽にご相談ください。

‘h 聞酒 / 
t!SSI lEIZlI3 lIlmI mヨEi!J m::盟国 lil!Illii:iII 111留置掴 彊置薗薗 ICI直司 臨富田I lIOIOi:iiII c::li田 ・歯師車

【苅象〕 久留米市民〈どなたでも〉

【費用 無料

【会場】 裏面地図をご覧ください

希望する会場に電話、ファックスにてご連絡ください。

。久留米市保健所地域保健課〈商工会館4階) TEL:0942-30-9033/ FAX:0942-30-9833 

0南部保健センター TEし:0942-21-0056/FAX:0942-21-0030 

0田主丸総合支所市民福祉課内 TEL:0943~72-2112 / FAX:Q943-72-3819 

0北野総合支所本館1階 保健師事務室 TEし:0942-23-1307/ Fωく:0942ー78-6482

0城島総合支所市民福祉課内 TEL:0942-62-2112/ FAX:Q942-62-3732 

0三潜保健センター(三溜総合支所市民福祉課隣接)TEし:0942-64-2412/ FAX:0942-，65-0957 

【必要なもの】 健康手帳(お持ちの方)、健診結果票(お持ちの方〉

乳泊児の保護者 ・妊婦:親子(母子〉健康手帳

開庁時間 :月曜日から金曜日まで(祝日、年末年始を除く) 8時30分から17時15分まで

久留米市保健所地域保健課 ・南部保健センターのみ、木曜日は19時まで
-院.聞・・・・u・・"・・・・..... 

話!
日頃の生活習慣を見直して、 健康寿命を延ばしまレょう。

お子-きんの相談にち応。ます。事前にど連絡ください。

、u 
大健康寿命とは

健康上の問題で日常生活が制限されることなく
生活できる期間のこと
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TEし 0942-30-9033
FAX 0942-30-9833 
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|米山田園
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南部保健センター

上津1丁目 13-22

遷久留米市街 歪久留米市街

野
伏
悶

田主丸保健センター

〈田主丸総合支所〉

田主丸町田主丸459-11

，d epA綿
田主丸駅

北野総合支所

(本館 1階保健師事務室)
北野町申3245-3

城島総合支所

C市民福祉課内〉
揃島IIU楢津743-2

三溜保健センター

〈三瀦総合支所〉

三瀦町玉満2779-1




